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医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関
する法律
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針路 03
分野施策 0303

１　事業の概要 ５　事業説明
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　平成27年10月に策定された「患者のための薬局ビ
ジョン」の実現を目指し、地域包括ケアシステムを支え
る機関の一つである薬局のかかりつけ機能の強化を図る
必要がある。
　そこで、認知症対応薬局の推進、ポリファーマシー（
多剤併用にともなう薬物有害事象）対策の推進、在宅
医療の推進及びオンライン服薬指導の推進に関する事業
を実施する。

(1)薬局のかかりつけ機能強化推進事業　　　1,490千円

（１）事業内容　　薬局のかかりつけ機能強化推進事業　　　　　1,490千円
　　ア　認知症対応薬局の推進
　　　　かかりつけ薬剤師は認知症の疑いのある人に早期に気づき、受診を勧めたり、かかりつけ医などど連携して早期
　　　に対応できることが求められている。そこで、薬剤師認知症対応力向上研修会を開催する。
　　イ　ポリファーマシー対策の推進
　　　　複数の疾患を抱え多剤を処方される高齢者はそれに伴う薬物有害事象を生じることが多いため、薬剤師が他職
　　　種と連携してポリファーマシー対策事業を実施する。
　　ウ　在宅医療の推進
　　　　在宅医療の推進には多職種連携が重要であり、薬剤師には在宅患者訪問薬剤管理指導や緩和ケアへの対応などが
　　　求められている。これまでも在宅患者の受入体制整備を進めてきたが、さらに強化するための研修を実施する。
　　エ　オンライン服薬指導の推進
　　　　在宅医療などで外出せずにビデオ通話等での服薬指導を行えるオンライン服薬指導参画の機運醸成を行う。

（２）事業計画
　　ア　認知症対応薬局の推進
　　　　薬剤師認知症対応力向上研修会をWEBで2回実施する。（うち1回は地域包括ケア課が主催）
　　イ　ポリファーマシー対策の推進
　　　　平成30年度及び令和元年度に実施したモデル事業を踏まえ、保険者（市町村国保）や医師会と連携し、保険者努
　　　力支援制度を活用して全県展開を目指す。
　　ウ　在宅医療の推進及びオンライン服薬指導の推進
　　　　在宅医療推進ステップアップ講習会を開催する。オンライン服薬指導研修会をweb開催する。

（３）事業効果
　　ア　かかりつけ医や他職種との連携体制整備によるかかりつけ薬剤師・薬局の機能の強化
　　イ　患者本位の有効かつ安全な薬物療法の確保

（４）その他
　　　薬局のかかりつけ機能を強化し、地域連携薬局の定着を図る必要があることから、事業の終期は設定できない。

２　事業主体及び負担区分
　（県10/10）

３　地方財政措置の状況
　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
　9,500千円×1.4人＝13,300千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比国庫支出金

決定額 1,490

前年額 1,490 287 1,203

― 保健医療部 211 ―

介護・医療体制の充実

1,490 0

地域医療体制の充実



 

事業名

単位事業名 予算額 1,490千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 6 0 地区薬剤師会との連絡調整　 1,000円×3回　　　　　　3,000円
厚生労働省会議　1,500円×2人　　　　　　　　　　　 3,000円

需用費 50 0 配布資料購入費　　 50円×1,000冊                  50,000円

委託料 1,434 0 薬局のかかりつけ機能推進事業の実施　　　　　　 1,433,300円

合計 1,490 0

事業内訳書

薬局のかかりつけ機能強化推進事業

薬局のかかりつけ機能推進事業

主な内容


